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冒
頭
、
同
協
会
代
表
理
事

の
吉
武
由
布
子
氏
が
あ
い
さ

つ
し
、
今
回
の
テ
ー
マ
つ
い

て
「
デ
ジ
タ
ル
」
と
「
デ
ー

タ
」
だ
と
強
調
。
デ
ジ
タ
ル

の
進
展
や
デ
ー
タ
活
用
の
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー

は
、
そ
の
理
解
と
活
用
が
求

め
ら
れ
る
と
し
、
「
本
会
で

得
た
知
識
が
ヒ
ン
ト
の
一
つ

と
し
て
生
か
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　
講
習
会
Ａ
で
は
、
安
達
氏

が
ま
ず
、
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス

を
軸
に
研
究
を
行
っ
て
い
る

組
織
「
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｄ

ｉ
ｃ
ａ
ｌ
　
Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ

ｉ
ｓ
ｔ
」
が
２
０
２
３
年

12
月
に
発
表
し
た
24
年
に
注

目
す
べ
き
医
療
技
術
革
新
に

つ
い
て
触
れ
、
そ
の
中
で
生

成
Ａ
Ｉ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
通
じ
た
治

療
に
代
表
さ
れ
る
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
く
デ
ジ
タ
ル
治
療

（
Ｄ
Ｔ
ｘ
）
が
デ
ジ
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
中
核
に
な
る
と
述
べ

た
。

　
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い

て
は
、
モ
バ
イ
ル
端
末
な
ど

の
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
を
活
用
し
た
あ
ら
ゆ
る

医
療
・
健
康
支
援
で
あ
り
、

中
で
も
Ａ
Ｉ
に
よ
る
疾
患
診

断
な
ど
の
医
療
に
関
係
す
る

も
の
が
デ
ジ
タ
ル
医
療
で
、

高
血
圧
の
治
療
ア
プ
リ
な
ど

疾
患
の
治
療
を
目
的
と
す
る

も
の
が
デ
ジ
タ
ル
療
法
（
治

療
）
だ
と
説
明
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
事
例

と
し
て
、
世
界
で
初
め
て
製

品
化
さ
れ
た
医
療
ア
プ
リ

「
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ 

Ｒ

ｘ
」
を
挙
げ
、
自
己
血
糖
測

定
器
と
組
み
合
わ
せ
て
使
用

し
、
血
糖
値
や
服
薬
・
イ
ン

ス
リ
ン
、
食
事
、
運
動
な
ど

の
記
録
デ
ー
タ
を
医
療
機
関

に
転
送
で
き
、
医
療
機
関
か

ら
疾
患
指
導
や
生
活
習
慣
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
送
ら
れ
て

く
る
こ
と
に
加
え
、
デ
ー
タ

を
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
て
個
々

の
患
者
に
合
わ
せ
て
最
適
化

で
き
る
と
い
っ
た
内
容
を
紹

介
し
た
。

　
日
本
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
20
年
に
は
じ
め
て
ニ
コ

チ
ン
依
存
症
の
治
療
用
ア
プ

リ
が
販
売
さ
れ
、
22
年
９
月

に
は
高
血
圧
治
療
補
助
ア
プ

リ
、
23
年
２
月
に
不
眠
障
害

治
療
用
ア
プ
リ
が
承
認
さ
れ

た
と
述
べ
、
そ
れ
そ
れ
の
ア

プ
リ
の
特
長
を
解
説
し
た
。

　
次
に
、
日
本
で
の
医
療
用

ア
プ
リ
開
発
に
向
け
た
課
題

と
し
て
、
①
保
険
償
還
制
度

に
お
け
る
収
益
予
測
の
不
確

実
性
（
投
資
回
収
性
の
評
価

の
困
難
さ
）
②
事
例
の
蓄
積

不
足
に
よ
る
規
制
情
報
の
限

定
③
臨
床
試
験
計
画
や
承
認

後
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
修
正
戦

略
の
困
難
さ
④
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
物
流
・
認
証
シ
ス
テ
ム
の

構
築
―
の
四
つ
を
挙
げ
た
。

　
医
療
用
ア
プ
リ
の
危
険
選

択
で
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

詳
細
な
告
知
や
検
査
結
果
の

提
出
が
不
要
に
な
り
、
顧
客

利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と

や
、
病
名
が
明
確
に
な
る
こ

と
、
検
査
が
不
要
で
情
報
量

が
豊
富
に
あ
る
こ
と
に
加

え
、
客
観
的
か
つ
詳
し
い
情

報
、
従
来
に
な
い
新
た
な
情

報
を
踏
ま
え
た
新
た
な
判
断

基
準
軸
に
よ
り
踏
み
込
ん
だ

評
価
が
可
能
に
な
る
と
の
考

え
を
示
し
た
。

　
最
後
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ

ー
に
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る

ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
の
多
種
多

様
な
デ
ー
タ
の
活
用
や
こ
れ

ま
で
に
な
い
情
報
の
理
解
・

活
用
（
デ
ジ
タ
ル
バ
イ
オ
マ

ー
カ
ー
）
が
求
め
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
通

り
、
単
純
な
デ
ー
タ
処
理
は

機
械
に
任
せ
、
人
は
多
種
多

様
な
デ
ー
タ
を
統
合
的
に
処

理
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
述

べ
た
。

　
同
氏
は
、
「
将
来
的
に

は
、
膨
大
な
情
報
か
ら
有
効

な
意
義
あ
る
デ
ー
タ
を
抽
出

し
そ
れ
を
自
動
的
に
処
理
し

て
解
釈
す
る
こ
と
は
Ａ
Ｉ
に

任
せ
た
い
。
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
の
健
康
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
提
言
や
継
続
の
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
に
加
え
、
デ
ー
タ
分
析

結
果
か
ら
保
険
料
の
引
き
下

げ
や
リ
ス
ク
に
応
じ
た
商
品

の
提
案
な
ど
を
通
じ
て
、
顧

客
に
関
与
す
る
こ
と
で
、
顧

客
の
利
益
や
公
衆
衛
生
の
向

上
・
増
進
に
資
す
る
働
き
を

し
て
い
く
」
と
の
考
え
を
示

し
た
。

　
講
習
会
Ｂ
で
は
久
野
氏

が
、
「
こ
れ
か
ら
の
ア
ン
ダ

ー
ラ
イ
タ
ー
は
デ
ー
タ
と
ど

の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
仕
事

を
し
て
い
く
べ
き
か
」
を
テ

ー
マ
に
、
生
命
保
険
業
界
に

お
け
る
デ
ー
タ
利
活
用
の
動

向
や
、
デ
ー
タ
利
活
用
拡
大

に
よ
る
引
受
査
定
へ
の
イ
ン

パ
ク
ト
、
こ
れ
か
ら
の
ア
ン

ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　
同
氏
は
、
生
保
業
界
に
お

け
る
デ
ー
タ
利
活
用
の
動
向

に
つ
い
て
、
商
品
開
発
領
域

だ
け
で
な
く
、
バ
リ
ュ
ー
チ

ェ
ー
ン
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で

活
用
さ
れ
る
の
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
お
り
、
引
受
領
域

に
お
け
る
デ
ー
タ
利
活
用
機

会
も
大
き
く
拡
大
し
て
い
る

と
し
た
。
ま
た
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
ヘ
ル
ス
レ
コ
ー
ド
（
Ｐ
Ｈ

Ｒ
）
と
共
通
Ｉ
Ｄ
基
盤
を
通

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
の

連
携
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
の
価

値
は
乗
数
的
に
増
加
し
て
い

く
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
次
に
、
デ
ー
タ
利
活
用
拡

大
に
よ
る
引
受
査
定
へ
の
イ

ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
利

活
用
可
能
な
デ
ー
タ
の
拡
大

に
よ
っ
て
、
特
に
引
受
基
準

の
見
直
し
領
域
で
、
デ
ー
タ

ド
リ
ブ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
が
広

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
社
内
外
デ
ー

タ
の
利
活
用
に
よ
っ
て
こ
れ

ま
で
謝
絶
と
し
て
い
た
領
域

の
引
受
拡
大
も
含
め
た
引
受

基
準
の
最
適
化
を
行
っ
た
事

例
が
多
い
と
述
べ
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
ア
ン
ダ
ー
ラ

イ
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
進
化
に
よ
っ
て
パ
ー
ソ

ナ
ル
デ
ー
タ
の
多
様
化
が
進

み
、
デ
ー
タ
連
携
技
術
や
分

析
技
術
の
進
化
に
よ
っ
て
幅

広
い
活
用
と
各
業
界
に
お
い

て
デ
ー
タ
活
用
を
前
提
と
し

た
サ
ー
ビ
ス
進
化
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
に
加
え
、
パ
ー
ソ

ナ
ル
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
個

々
人
の
生
活
習
慣
の
良
し
悪

し
が
定
量
化
で
き
、
最
適
な

改
善
支
援
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
と
し
た
。

　
同
氏
は
、
「
海
外
で
も
処

方
歴
や
信
用
情
報
を
ア
ン
ダ

ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す

る
モ
デ
ル
が
拡
大
さ
れ
つ
つ

あ
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

連
携
な
ど
で
よ
り
客
観
的
な

デ
ー
タ
が
網
羅
的
に
取
得
で

き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
つ
つ

あ
る
日
本
で
は
、
急
速
に
ア

ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
進

化
が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
も

あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
講
習
会
Ｃ
で
は
、
影
本
氏

が
「
死
亡
給
付
に
お
け
る
告

知
項
目
ご
と
の
Ｕ
Ｗ
エ
フ
ェ

ク
ト
分
析
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
た
。

　
同
氏
は
ま
ず
、
引
受
査
定

の
現
状
に
つ
い
て
、
告
知
書

の
各
告
知
項
目
は
、
メ
デ
ィ

カ
ル
ド
ク
タ
ー
の
臨
床
知
見

や
販
売
し
て
い
る
保
険
商
品

の
引
受
実
績
な
ど
を
も
と
に

作
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
リ
ス

ク
に
見
合
っ
た
告
知
項
目
や

引
受
基
準
に
つ
い
て
の
調
査

・
研
究
が
各
社
が
抱
え
て
い

る
課
題
と
の
見
解
を
示
し

た
。
一
方
で
、
各
告
知
項
目

が
給
付
発
生
に
与
え
て
い
る

影
響
を
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
デ

ー
タ
（
Ｒ
Ｗ
Ｄ
）
で
定
量
的

に
評
価
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
は

公
表
さ
れ
て
い
な
い
と
認
識

し
て
い
る
た
め
、
Ｒ
Ｗ
Ｄ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
各
告
知

項
目
が
給
付
発
生
に
与
え
る

影
響
を
定
量
的
に
評
価
し
た

結
果
に
よ
っ
て
、
給
付
発
生

に
寄
与
し
な
い
告
知
項
目
の

削
減
や
引
受
範
囲
の
拡
大
を

検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
の

考
え
を
示
し
た
。

　
分
析
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
一
般
的
な
告
知
書
を
想

定
し
た
上
で
、
そ
の
各
告
知

項
目
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た

被
保
険
者
集
団
の
死
亡
率
と

国
民
集
団
の
死
亡
率
を
経
過

年
数
や
観
察
年
度
別
に
作
成

し
た
。
あ
る
告
知
項
目
の
基

準
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
で
、

そ
の
集
団
の
死
亡
率
が
国
民

集
団
の
死
亡
率
よ
り
も
良
好

な
結
果
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
た
め
、
国
民
集
団
の

死
亡
率
か
ら
被
保
険
者
集
団

の
死
亡
率
を
差
し
引
き
そ
の

差
分
を
各
告
知
項
目
の
死
亡

率
の
Ｕ
Ｗ
エ
フ
ェ
ク
ト
（
選

択
効
果
）
と
し
て
定
義
し
各

告
知
項
目
が
ど
の
よ
う
に
影

響
す
る
か
を
確
認
し
て
い

る
。

　
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
、

告
知
項
目
の
中
の
「
直
近
３

カ
月
以
内
の
医
療
機
関
受
診

歴
」
「
７
日
以
上
の
入
院

歴
」
「
手
術
歴
」
「
特
定
疾

患
へ
の
罹
患
（
り
か
ん
）

歴
」
の
死
亡
率
Ｕ
Ｗ
エ
フ
ェ

ク
ト
は
プ
ラ
ス
（
被
保
険
者

集
団
の
死
亡
率
が
国
民
集
団

よ
り
良
好
）
だ
っ
た
。

　
一
方
、
告
知
項
目
の
中
の

「
健
診
検
査
値
異
常
」
の
死

亡
率
Ｕ
Ｗ
エ
フ
ェ
ク
ト
は
マ

イ
ナ
ス
（
被
保
険
者
集
団
の

死
亡
率
が
国
民
集
団
よ
り
悪

化
）
だ
っ
た
。
ま
た
、
告
知

項
目
の
中
の
「
障
害
治
療

歴
」
の
死
亡
率
Ｕ
Ｗ
エ
フ
ェ

ク
ト
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
分
析
結
果
か
ら
死

亡
給
付
に
つ
い
て
は
、
「
健

診
異
常
指
摘
」
と
「
障
害
有

無
」
の
告
知
項
目
は
削
減
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
た
。

　
最
後
に
「
Ｒ
Ｗ
Ｄ
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
引
受
経
験
の

な
い
集
団
や
謝
絶
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
集
団
を
仮
定
し

て
、
そ
の
集
団
に
お
け
る
給

付
発
生
動
向
を
確
認
で
き
る

こ
と
が
、
分
析
結
果
か
ら
理

解
で
き
た
一
方
で
、
今
回
の

分
析
結
果
は
告
知
項
目
を
簡

易
的
に
定
義
し
た
も
の
で
あ

り
、
結
果
に
つ
い
て
も
限
定

的
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
結

果
を
そ
の
ま
ま
実
務
に
落
と

し
込
む
の
は
難
し
い
。
将
来

の
引
受
査
定
の
在
り
方
と
し

て
従
来
の
臨
床
知
見
や
引
受

経
験
に
加
え
、
Ｒ
Ｗ
Ｄ
も
活

用
す
る
こ
と
で
、
定
性
面
・

定
量
面
か
ら
よ
り
適
切
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
こ

と
が
収
益
・
リ
ス
ク
の
両
面

で
重
要
だ
」
と
述
べ
た
。

引
受
査
定
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
最
新
動
向
で
３
講
演

吉武氏

安達氏

約130人が参加した

　
日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
は
５
月
16
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
九
段

会
館
テ
ラ
ス
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
＆
バ
ン
ケ
ッ
ト
で
第
13
回
年
次
大
会
を
開
催
し

た
。
講
習
会
Ａ
で
、
第
一
生
命
契
約
医
務
部
医
長
で
日
本
保
険
医
学
会
副
会
長
の

安
達
慶
氏
が
「
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
動
向
と
活
用
の
可
能
性
」
と
題
し
て
講
演
し

た
ほ
か
、
講
習
会
Ｂ
で
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
推
進
部
執
行
役
員
兼
イ

ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
＆
ヘ
ル
ス
ケ
ア
本
部
付
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
久
野
芳
之
氏
が
今
後

の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
デ
ー
タ
と
の
向
き
合
い
方
を
テ
ー
マ
に
、
講
習
会
Ｃ
で

は
、
Ｄ
ｅ
Ｓ
Ｃ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
部
ア
プ
ラ
イ
ド
サ
イ
エ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
の
影
本
将
志
氏
が
Ｕ
Ｗ
（
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）
エ
フ
ェ
ク
ト
分
析

を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。
当
日
の
会
場
に
は
約
１
３
０
人
が
集
ま
り
、

ま
た
会
場
の
様
子
は
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
。

日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
　

第
13
回
年
次
大
会
開
く

デ
ジ
タ
ル
と
デ
ー
タ
テ
ー
マ
に
講
習
会


